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横浜市立美しが丘中学校（中期学校運営計画）

平成19年4月改定

平成18年12月1日～平成23年3月31日

生き生きとした学校をつくり、次の三つの力を育てます。
1．共感　子どもたちが自らを見つめ、互いに思いやり、友情を深め、豊かな感性を育むことを大切に
します。
2．表現　子どもたちが自立心を持ち、自分の考えを表現できるよう支援しします。
3．実践　子どもたちが自ら学び、判断し、責任をもって行動する力を高めます。

「生徒一人ひとりが明るく楽しく、夢と希望を抱ける学校にするために」
・教職員の情熱と英知を結集し、「チーム美しが丘」として、授業改善や相談活動等を通して学校力を向上さ
せ、学校教育目標の具現化を図ります。
・学校評議員制度と学校評価を活用し、地域の学校として信頼される開かれた学校づくりを推進します。
りJ＼規模校と公立学校の良さを生かしながら生徒確保に努め、生徒の学びを広げる教育活動を展開します。

「21世紀をたくましく、自分らしく生きることのできる生徒を育成するために」
・生き方をつくる確かな学力の定着を図るため、各教科等の学習指導の充実に努めます。
・生徒の成長を支える教育相談活動の充実に努めます。
・生徒会活動等における生徒の自治活動を積極的に指導・支援し、子どもの主体性、自己表現力や問題解決
能力を高めます。
・体験的な学習の充実や地域との交流を積極的に行い、ボランティア活動等、地域で学ぶ教育活動を通して豊
かな人間性を養います。

　 改善の視 点

1 生き方をつくる確 かな学 力に向けて、教科
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◎ 各教 科 （数学 ・英 語 は全 学年 少 人数授 業 ）の授 業 改善 に努
め、確 かな学力向上を推進します。
◎平成 1 9 年度からは工夫された公開授業を行い、授業改善を

等 の指導 の充実 を図っていく必要 がありま 進め、生徒 ・保 護者 評価 「先生 は教科 や学習 内容 に応 じて指
す。 導方法を工 夫している」と6 0 ％以上の回答が得 られるようにし

ます 。平成 2 2 年度までに、さらによい回答をめざします。
・ 1 9 年 度か ら、授業 時数の確 保をしつつ、生き方 をつくる確 か
な学力 向上のため の年間授業計画 について検 討します。平成
2 2 年度までに授 業 日数の増加も含め美 中版教育課程を作成
します。

2　 － 人ひとりの生徒 の 良さをの ばすため に

◎生徒の成長を支える教育相談活動を学年全体で行 い、いじめ
のない、いじめを許さない学級 ・学校づくりを進めます 。
・人権教育 の視 点をふまえた授 業実践 を継 続するとともに、「特

は、生徒の 自己表現能 力と主体性 向上 を図 活 J、「道徳」の授業実践を通 して、生徒 一人ひとりの可能性 と集
る必要があります 。 団から培 われ る社会性の育成を図 ります。

◎平成 1 9 年度か らは、体育大会 ・謳歌祭 （文化祭）等の行事に
おいて、さらに生徒主体の取り組み にします 。
・部活動実施 について、生徒の健全育成 のため平成 1 9 年度以
降も外 部指導者 の導入を含め、存続 に留意します。

3　 生徒の社会性 や公共心を身につけるよう、

◎平成 1 9 年度から、あいさつ等、声か けを通 して、明るく元気な
学校 づくりを進 めます。

◎平成 1 8 年度 は公園 花壇 整備ボランティアや地域 清掃を実施
体験的学習を充実し、生徒 の豊 かな人間性 したが、平成 1 9 年度 は年間を通した地域ボランティア活動を
を育てる必要があります 。 導入します。

・平成 2 2 年度までに、保護者評価 の「学校 の雰 囲気が 良く子ど
もたちは生き生きしている」への 回答が 9 0 ％以上となるように

します 。
◎平成 1 9 年度 から、生き方教 育としてのキャリア教育を導入 し
ます。ライフスキル教育と関連させる方策を推進 します 。
・平成 2 2 年度にむ けて、生徒 の豊かな人間性 の育成となる3 年


